第３５回みちのく銀行青函カップヨットレース入出港予定用紙
（ 係 留 に 関 す る 同 意 書 ）
私は、第３５回みちのく銀行青函カップヨットレース参加艇として函館港又は青森港に係留するにあたり、下記条件を熟読の上同意したのでここに署名いたします。
また緊急連絡のため連絡者氏名・連絡先（携帯or固定）・メールアドレスを届け出いたします。
　　　　２０２２年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　艇　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　艇長署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第３５回みちのく銀行青函カップヨットレース実行委員会　殿
	艇　全　長
	         　　　　ft（　　　　　　　　ｍ）

	フリート出港予定日時
	　　　月　　　日　　　時頃　　　　　　　　　　　　　　　港　　　　　　

	連絡先氏名①
	(携帯or固定　　　　　　　　　　　　　)

	連絡先氏名②
	(携帯or固定　　　　　　　　　　　　　)

	連絡先メールアドレス
	

	函館港入港予定
	　　　月　　日　　　時頃

	青森港出港予定
	　　　月　　日　　　時頃


記
函館港、青森港では基本的に岸壁係留となります。充分な係留装備をお願いします。
係留中における事故等に関して、当レース実行委員会は一切の責任を負いかねます。
艇および乗員の安全については、各艇の責任において対処願います。
１．函館港
1-1　金森倉庫前岸壁は入出管、税関、検疫手続きのため、海外艇の係留場所とします。
そのため、国内艇の係留を禁止します。ご理解のほどをお願いいたします。
1-2　国内艇の係留は、函館駅付近の旧摩周丸横岸壁の係留とします。
入港順を問わず各艇が横抱きで係留することで、多くの艇の係留が可能となります。
参加各艇のご協力の下よろしくお願いいたします。
1-3　函館港入港後は艇への滞在を義務付けます。

係留可能期間は７月９日(土)午前０時から１６日(土)午前１０時までです。
そのため、回航においてはレース日程に見合ったスケジュールの設定をお願いいたします。
■函館港入港時及び入港後のお問い合わせ 
亀谷　雄朗　　電話：0138-22-4895
携帯：090-3788-0164　  E-mail：yuro@rainbow.plala.or.jp
２．青森港
2-1　参加艇の係留は、青森中央ふ頭安方船溜への係留とします。
入港順を問わず各艇が槍づけで係留することで、多くの艇の係留が可能となります。
参加各艇のご協力の下よろしくお願いいたします。
2-2　係留場所は、７月２３日（土）午前９時まで確保してあります。
       ７月２３日を超えて係留を希望する場合は、当レース実行委員会へご相談願います。
■青森港入港時及び入港後のお問い合わせ 
福原　啓文　　電話：017-726-9234　   FAX：017-726-9247

携帯：090-2600-6163　  E-mail：fukuhara@ms-gas.co.jp
